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１ 今年度（令和６年度）の学校の重点的な取り組み 

（１）学力向上のために 

①全ての児童が「できた・分かった」が実感できるようユニバーサルデザインの視点を生か

した授業づくりや外部人材の活用による具体的など組織的に授業研究を進めた。 

②タブレットの活用等により福生市学力学習状況調査の分析を生かした学習方法の個別最適

化やアウトプットの充実を図った。 

（２）豊かな心の育成 

①人権教育を柱として道徳科を要に、教育活動全体を通じて、心に響く道徳教育を推進する

とともに全ての学年・学級で人権擁護委員を講師として招聘し授業を行った。 

②児童に寄り添い温かく励ましながら、ふっさ五スタンダードを活用し、具体的に指導する

ことで規範意識、責任感を育てられるように工夫した。 

（３）健康でねばり強い子の育成、 

  ①生活リズムや生活習慣、に配慮した健康増進を支援した。 

  ②体力調査結果に基づく、「体力向上推進計画」により、体育的な行事を充実させ体力の向

上を図った。 

 

２ 自己評価の総括 

（１）学力向上のために 

①児童アンケートの結果では、「学習を理解できていますか」の項目の肯定的な回答は、第

１学年90％、第２学年84％、第３学年79％、第４学年96％、第５学年92％、第６学年90

％であった。また、「授業や話は分かりやすいですか」の項目の肯定的な回答は、第１学

年96％、第２学年87％、第３学年76％、第４学年90％、第５学年96％、第６学年92％であ

った。校内研究を要として、「ユニバーサルデザインの視点」「ＩＣＴ機器の有効な活用

」「特別支援教育の視点」を生かした授業づくりが児童の学習の分かりやすさに結び付き

数値に表れていると考える。今年度は校内研究では、高学年において「振り返りや評価」

について、児童が自らの一単位時間の学習を振り返る取組を継続して行ったことで、「授

業や話は分かりやすいですか」の項目で高い評価が得られていると考えられる。今後は、

他学年においても自己の学習の評価や振り返りを行い、学習の定着を図っていく。 

②ユニバーサルデザインの視点を生かした授業づくりでは、「焦点化、視覚化、共有化」の



 

 

授業を意識した。また、タブレット型端末等のＩＣＴ機器の有効活用を進め、意見の共有、

メモとして活用、観察結果の保存や調べ学習、データ処理、プレゼン資料作成等に多様な

取り組みが行われている。 

（２）豊かな心の育成 

①今年度は学校のテーマとして「やさしい学校」づくりに取り組んだ。様々な場面を捉え、

児童に、言葉遣い、行動、他者への関わり方など「やさしさ」とは何かを考えさせる指導

を行ってきた。また、校長の講話や学校だより等において複数回「いじめ」について取り

上げるとともに、「いじめ防止サミット」を活用して児童にいじめについて考えさせるな

ど、いじめの未然防止に取り組んだ。軽微ないじめにおいても見逃さないよう、研修や校

長講話を行い担任の人権感覚等を向上させてきた。各学級では、学級活動で、自分たちの

学級を良くするための学級会を定期的に行い、学級を良くするためのＰＤＣＡを回すこと

で児童の自治能力の向上を図ってきた。また、道徳科で「いじめ」を取り上げた指導を行

った。児童は、「いじめ」に対する意識が向上する児童が増えてきた。 

②道徳科では、全ての学年・学級に人権擁護委員を講師として招聘し、人との関わりや、他

の人を大切にする心に迫ることができた。また、カリキュラムマネジメントにより、道徳

科の授業では、「思いや」の内容項目を重点に道徳授業公開講座を行い、保護者にも「や

さしい学校」について家庭と共に考える機会を設けた。 

③１年を通して週１回の朝礼を生かし「思いやり」「感謝」「決まり」など児童の日常生活

に直結する講話を行い、自分の事として捉えられるようにした。 

⑤特別活動において学級会やＳＳＴのレクリエーションを重視し、コミュニケーションの能

力の向上を図った。また、教員に授業や学校生活で、児童を褒めることや正しい行動へ意

識的に注目するようにさせたことで、学級経営が安定し、児童の自己肯定感が向上して、

落ち着きが見られる学級が増えた。 

（３）健康でねばり強い子の育成 

  ①給食後の歯磨き指導を行うなどし、生活習慣に関して、養護教諭、各担任、保護者との連

携を図った。 

  ②体力向上の取組を進めた。アルティメット教室は児童が意欲的に運動する機会となり、主

体的に授業に参加する姿が見られた。 

  ③縄跳び月間や体育委員会が企画した縄跳び記録会、持久走大会など、体育的活動を充実さ

せ、児童が楽しみながら体力の向上を図ることができるようにした。 

 

３ 自己評価に対する改善策 

（１）学力向上のために 

    各教員が特別支援教育の知識・技能を向上させ、児童理解を基にした、全ての児童に分

かりやすい指導を行うようにする。また、ユニバーサルデザインの視点を生かした指導法

やＩＣＴ機器等の活用による授業に関わる校内研究を深めるとともに、ＯＪＴを充実させ



 

 

ることで、各教員の資質・能力の向上を図る。管理職による授業観察を行い、指導・助言

を行うことで更なる授業改善を図る。 

（２）豊かな心の育成 

    学級活動において学級会を意図的、計画的に行い、実現したい学級や友達との関係など

を児童が主体となって話し合わせることにより、思いやりのある行動をとれる児童を増や

し、支持的風土のある学級にする。 

    全ての教員が発達支持的生活指導の理解し、学校生活全体を通して児童の係活動、当番

活動など様々な活動において、「やさしいね」「ありがとう」「たすかるよ」等、担任の

褒める、認めるなど肯定的な言葉掛けや指導・支援により、児童同士の思いやりのある行

動を強化していく。どの児童も自分の優しい心を素直に行動に移せるよう、指示的風土の

有る学級づくりを推奨するとともに、自尊感情、自己肯定感を育む肯定的な言葉声掛けを

充実させる。 

    安全教育推進校の研究を生かし、自他の命を大切にする指導を充実させる。 

（３）健康でねばり強い子の育成 

    本校にはそれぞれ理由があっての不登校や怠学気味の児童が数名在籍し、増加傾向にあ

る。特別支援教育コーディネーターが中心となり、ＳＣやＳＳＷ、教育相談室、病院等の

外部機関と連携をし、学校復帰に向け児童に応じた登校刺激を行っている。 

    学校生活における葛藤場面は、児童の心の成長には必要なものであり、学校は生活リズ

ムを整え発達段階に合った脳への刺激があり健康が維持できる体力を身に付ける重要な

場である。教員は意図的に児童の実態より少し高いめあてを示し、児童の粘り強さを育て

ていく。児童に何をめあてとさせるのか、めあてに向かう姿をどう励まし、認めるのか、

教員は個々の児童を理解することに加え発達段階をよく理解するよう努める。今後、児童

理解や児童への対応の仕方の研修を深めていく。  

    また、体力に関しては、具体的目標と児童が自然に体を動かし、運動を楽しむ仕掛けを

工夫し、体力の向上を図る。 

 

４ 学校関係者評価の総括 

（１） 本年度の学校評価保護者アンケートの回収が 88（家庭配布数 241）で回収率は 36.5％であっ

た。今年度の回答方法は、ＱＲコードの回答で行った。２度リマインドを出したが、昨年度

より 17.2ポイント低下するとても低い結果である。Tutor で依頼を行っているが、そこか

ら回答する抵抗感や煩雑感、学校への関心の低さが考えられる。来年度は、紙面での回答

も行っていくようにする。 

（２） 保護者アンケートにおいて今年度は、肯定的な意見は若干 B の評価からＡの評価となり、

A の評価が増加した。（令和５年度比） 

① 子どもは、楽しく学校に通っている。【Ａ評価 60％＋６ポイント、Ｂ評価 28％－６ポイ

ント】 



 

 

② 子どもは、学習を理解できている。【Ａ評価 40％＋６ポイント、Ｂ評価 50％－１ポイン

ト】 

③ 子どもは、学校や学級で好ましい友達関係をつくることができている。【Ａ評価 41％＋６

ポイント、Ｂ評価 45％－９ポイント】 

④ 学校は、いじめのない学校づくりに取り組んでいる。【Ａ評価 36％＋12ポイント、Ｂ評

価 44％＋６ポイント】 

⑤ 学校は、子どもに生命を大切にする心や社会のルールを守る態度を育てようとしている。

【Ａ評価 50％＋16ポイント、Ｂ評価 36％－16ポイント】 

⑥ 学校は、子どもが健康で安全な生活を送れるよう配慮している。【Ａ評価 48％＋８ポイン

ト、Ｂ評価 39％－５ポイント】 

⑤保護者が授業や行事を参観する機会を設けている。【Ａ評価 83％＋13ポイント、Ｂ評価 17％

－12ポイント】コロナ禍が明けて、制約なく参観する機会が増えたことが評価されたと考

える。 

今後の教育活動の充実に努めるとともに、保護者へ学校の取組を発信する機会の充実さ

せていく。 

（３） コミュニティ・スクール（以下「ＣＳ」という）に関するアンケートの結果では、年々、

着実に肯定的評価が上がってきており、ＣＳの認知度が上がってきていると捉えられる。

（令和５年度比）。 

① 福生第五小学校が、福生市よりコミュニティ・スクールの指定を受けていることを知って

いる。【肯定的評価 92％＋７ポイント】 

② 春・秋・冬の野鳥や自然の観察会、巣箱管理に関する活動について、ＧＣＳの支援を受け

ていることを知っている。【肯定的評価 89％＋８ポイント】 

③ 野鳥や自然観察会で、学んだり、体験したりしたことを子どもたちは家庭で話している。 

 【肯定的評価 89％－４ポイント】 

④ 「水・防災訓練」は、ＧＣＳと学校が連携して、子供を含めた地域全体での防災意識を高

めるために必要である。【肯定的評価 93％で±０ポイント】 

⑤ 学校だよりでＧＣＳの取組を紹介することでＧＣＳの取組について知ることができてい

る。【肯定的評価 85％＋13ポイント】 

⑥ 運動会の協議補助やクリーン大作戦等、ＧＣＳとＰＴＡが相互に支えあいながら活動して

いることを知っている。【肯定的評価 86％＋６ポイント】 

 

５ 学校関係者評価に対する改善策 

（１）学校評価保護者アンケートの回収率 

①今年度の回収率はかなり低い状況であった。保護者の意見をきちんと聞き取るために、回

収率 80％以上を目標に、ＱＲコードや紙面での回答を併用し、回答数が低い場合は、リマ

インドを行い回答への協力を仰ぐ。学校への関心を向けられるように学校公開の充実やホ



 

 

ームぺージ等を活用し、情報発信の充実を図っていく。 

（２）保護者アンケートの結果に関連して 

①今年度は、Ａの評価（そう思う）が若干増えた。学校の取組状況を更に発信し教育活動を理解

してもう機会を増やしていく。 

②学校は、いじめのない学校づくりに取り組んでいる。の項目において、更に人権教育の充実を

図り、自分や他の人を大切にする豊かな心の育成を図るとともに、「いじめ」根絶の取組の情

報発信を積極的に行っていく。 

③子どもは、学校や学級で好ましい友達関係をつくることができている。の項目において、各学

級で特別活動の学級会を充実させ、子どもの自治的な力を伸ばすとともに、ＳＳＴを取り入れ

たレクリエーション等を行うことで、コミュニケーションの能力の向上を図り、円滑な人間関

係が築けるようにする。 

④子どもは、楽しく学校に通っている。の項目において、引き続き安全・安心で一人一人を大切

にする学校づくりを具体的な手だてを全教員で行い、Ｃ、Ｄの評価を０に近付けるよう努める。 

⑤子どもは、学習を理解できている。の項目において、一人一台のタブレット型端末を最大限に

活用するとともに、大型モニターや電子教科書等のＩＣＴ機器の効果的な活用を行う。ユニバ

ーサルデザインの視点を生かした授業づくりを推進し、「できた」「わかった」が実感できる

授業改善に取り組みＣ、Ｄの評価を０％に近付けるよう努める。 

（３）ＣＳに関するアンケートの結果に関連して 

①各学年の授業において、内容によってＧＣＳを要に地域人材と協働し授業を充実させる。 

②安全教育推進校の研究を生かし、ＧＣＳ、保護者と協働し効果的な授業を行っていく。 

③南田園地区で毎年行われている水防災訓練への本校児童の参加や地域人材を招いての第５

学年の地域防災に関する学習等を今後も継続する。 

④愛鳥活動や自然観察会等様々な教育活動を公開し、本校の教育活動の理解を促す。 

⑤今年度２月に実施する漢字検定は、見守りをＧＣＳに依頼している。この取り組みと教育

課程を関連付、学力向上の手だてとして保護者の意識を向けられる取り組みとしていく。 

 

６ 総括的な学校評価  

（１）「確かな学力」の定着は本校の最重要課題である。学級担任は 12人中半数が 6年目以下

の教員である。校内研修を充実させること、ＯＪＴの内容の充実を図ること、教員間で授

業を見合い助言し合うこと、ＯＦＦＪＴなどに積極的に参加し、資質・能力を伸ばすこと

などを組織的に行い育成していく必要である。また、管理職が、各教室をこまめに回り、

特別な支援が必要な児童の対応の仕方や授業改善への指導を行い、教員一人一人の資質・

能力の向上を図っていく必要がある。 

（２）「主体的な学び」を引き出すために、ユニバーサルデザインの視点を生かした授業づく

りを行い「できた」「分かった」を実感させる。また、めあてを明確に示し本日の到達点

の見通しをもたせるとともに、授業の振り返りを重視する。今日の学びを自分の言葉で表



 

 

現できるか、明日の学びにどんな期待を寄せているのか、等を一人一人の児童に確認させ

る。それを実現するには、１単位時間の授業のデザインを各教員が意識して考え直さなけ

ればならない。 

（３）学力向上の根底には、学級経営が大きく関わる。教員一人一人が生徒指導力を身に付け

るとともに、発達支持的生徒指導を理解し、児童への対応能力を身に付ける必要がある。 

（４）特別支援教育の知識と児童理解の力を全ての教員が身に付け、学級経営と個別の支援の

バランスがとれるよう教員の研修を促進し、学びや経験・スキルを共有することで、安心・

安全な学級づくりを行い、主体的・対話的で深い学びを実現する。 

（５）特別支援教育校内支援委員会・いじめ防止委員会・不登校対策委員会等により、児童の

情報を確実に共有し、全ての教員がブレのない一貫した指導ができるようにする。「いじ

め」は絶対に許さないという信念のもと指導に当たる。不登校に関しては、別室登校や段

階的な登校等の登校支援を行っていく。また、外部機関との円滑な連携のもと、児童・家

庭への粘り強い支援を行い児童の生きる力を醸成する。 

（６）ＣＳを生かした地域連携により、各教科にゲストティーチャーで招聘するなどして、安

全教育（水防訓練への参加・地域防災に関する学び）や環境教育（愛鳥活動・米作り・地

域の自然）の体験的、探究的、課題解決的な活動を充実するとともに、学校課題の解決に

向けた取り組みを更に充実させる。また、地域のボランティアを募り、教育活動の充実を

図る。 


